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現象 家庭（小さな空間）の対応 　工場あるある 　大きな空間対応案

窓が開いてる 窓を閉める 開いている 窓は閉める

熱い空気が 　給気の位置と量

入る 　バランス考慮

陽があたる 遮光カーテン まぶちぃ 反射フィルム

あつい！ 半分ふさぐ

換気扇が 止める 高い位置の熱気はしっかり排気

回っている

扇風機は下向き 狭い空間は 頭上扇風機 扇風機は

　　下から上へ 　上から下 　下から上へ

　　サーキュレータ

エアコン 　排気熱が混ざる 排気熱は3mより上へ

ON

焼きもの 電子レンジ 熱処理 断熱材貼付

　排気熱少 　放熱

しゃぶしゃぶ 　冷やし中華 高温洗浄機 断熱材貼付

を食べる 　に変更 　熱い湯が 温度下げる

　　水蒸気少 　周る

天井換気扇 稼働

西陽のあたるプレハブ小屋で

窓を開けて

オーブンでパンを焼き

しゃぶしゃぶを食べる

換気扇つけて

壁掛け扇風機は下を向け

エアコン付けて

外気温 35℃越え

家庭と職場でなぜ違う？外気温35℃で窓を開けるのはなぜ？工場の気流の一方通行化必要

外が暑い日はどおする？

暑いから窓を開けるは、

外の方が涼しい前提

全方向の窓全開では、

冷たい空気も逃げていく


